























第 7 章 生息地の評価
江成はるか
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（図 1）が等しいという条件下で
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，対象種の生息地選択
の結果，利用する資源に偏りが生じること
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の行動が乱されやすい場合は，この方法は適さない （White and Garrott 
1990）．ニホンザルをはじめとする霊長類など，観察者を対象種に馴化させ
ることができる場合のみ，直接観察が可能となる．




























対象種がいると推定する方法（三角法 ; 図 2）である（White and Garrott 
図 2　ラジオテレメトリー（三角法）を用いた野生動物の生息地利用推定
黒丸は三角形の重心を表わす．
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ルを求める計算方法に関しては，Grafen and Hails （2002）や久保（2012）
を参照するとよい．
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理に基づいた解析手法は，ENFA （Ecological Niche Factor Analysis; Hirzel et 
al. 2002）がある．また，在データが確認された地点の環境要素から，対象
種の生息適地となりうる確率を予測する方法もある．この原理に基づいた解
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